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主な記事
�学会記事
�２００２年度日本地球化学会年会の最終案内及びプログラム
�鳥居基金の募集について（実施期間の変更）
�日産学術研究助成は財団直接応募に変更
�科学研究費補助金を申請しましょう
�評議員会，研連，各種委員会議事録

�その他のシンポジウム，人事公募等の各種情報のお知
らせ

現在，日本地球化学会のホームページを国立情報学研究所ホームページ内の学協会情報発信

サービスの中で公開しております。研究助成，シンポジウム，人事公募等の各種情報は随時

更新しておりますのでそちらをご覧ください。

URLアドレスは，http : //wwwsoc.nii.ac.jp/gsj2/index.htmlです。

また，独自ドメイン名を取得いたしましたので，暫定的ですがこちらも公開中です。

URLアドレスは，http : //www.geochem.jp/です。
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２００２年度 日本地球化学会年会
（５０周年記念年会）の最終ご案内

主催：日本地球化学会

共催：日本化学会

後援：鹿児島観光コンベンション協会

会期：２００２年９月２６日�～９月２８日�
２５日�午後に日本地球化学会創立５０周年記念公
開講演会（一般市民向け）

会場：鹿児島大学郡元キャンパス（総合教育研究棟，

共通教育棟，稲盛会館）

内容：記念公開講演会（一般市民向け），一般講演，

学会賞等受賞講演，５０周年記念講演

記念公開講演会：９月２５日�（一般市民向け）
「豊かさと環境―かけがえのない地球を救おう」

講演者：北九州市立自然史博物館長・小野勇一

鹿児島大学理学部教授・坂元隼雄

（後援：鹿児島県，鹿児島市，�鹿児島県環境技術協
会）入場無料。どなたでもお気軽にお越しください。

一般講演発表分野：大気／降水，岩石／地殻，鉱床，

有機物，陸水，温泉／熱水，地球外物質，海洋，

堆積物，環境，その他

一般講演発表形式：

口頭発表（討論を含めて１５分）

ポスターセッション（１８０cm×９０cm）

ポスターセッション第１日目は，９月２６日に総

合教育研究棟で行います。ポスターは当日午前中

に掲示していただき，同日午後６時までに撤去し

ていただきます。第２日目は，９月２７日に稲盛会

館で行います。ポスターは当日午前中に掲示して

いただき，同日午後５時までに撤去していただき

ます。掲示用のピンは会場受付に用意いたします。

５０周年記念事業９月２７日� 会場：稲盛会館

５０周年記念講演：午前１１時～午後０時３０分

５０周年記念顕彰：午後１時３０分～２時３０分

総会： 午後２時３０分～３時３０分

学会賞等受賞講演：午後３時３０分～５時３０分

懇親会：９月２７日�午後６時～７時３０分（鹿児島大学
生協中央食堂）

参加登録費，懇親会参加費等

１．参加登録費（講演要旨集１部＋送料を含む）：

予約申し込み（２００２年８月３０日まで）

会員：５，０００円，学生会員：３，０００円，

会員外：７，０００円，学生会員外：４，０００円

当日受付

会員：６，０００円，学生会員：４，０００円，

会員外：７，０００円，学生会員外：４，０００円

２．懇親会参加費：

予約（２００２年８月３０日まで）

一般：５，０００円，学生：３，０００円

当日：６，０００円

３．講演要旨集（当日販売）：３，０００円／部

講演要旨集（送料込み）：３，５００円／部

４．参加費，講演要旨集代，懇親会費の支払方法

郵便振替にて送金（送金内訳を明記）

（郵便振替受領証をもって領収書とする。別途領収証

を必要とする場合，大会当日に受付に申し出のこと）

郵便振替口座：０１７６０―５―５９２０２

加入者名：日本地球化学会２００２年実行委員会

参加申し込み等の日程：

参加予約申し込み締め切り：２００２年８月３０日�
参加申し込み方法：

ホームページ上からの受付に限らせていただきま

す。年会ホームページ

（http : //www.sci.kagoshima-u.ac.jp/～chikyuu/）よ

り，所定の書式に従って送信してください。なお，

ホームページからの申し込みが困難な方は，下記の申

し込み問い合わせ先（米田・小林）に締め切りの一週

間前までにお問い合わせください。

宿泊・航空券等の予約問合せ先：

鹿児島大学生活協同組合 コープガイド店

地球化学会年会宿泊係 担当 高村

Tel：０９９―２５７―６７０８，Fax：０９９―２５８―９３１４

e-mail : guide@coop.knit.kagoshima-u.ac.jp

参加予約申し込みに関する問い合わせ：

米田成一・小林貴之（学会ホームページ担当）

Tel：０３―３３６４―７１４２，Fax：０３―３３６４―７１０４

e-mail : nenkai 2002@geochem.jp

年会連絡先：

〒８９０―００６５ 鹿児島市郡元１丁目２１―３５

鹿児島大学理学部地球環境科学科内

２００２年度 日本地球化学会年会実行委員会

大会委員長 坂元隼雄

事務局 穴澤活郎（年会ホームページ担当）

会計 冨安卓滋

Tel：０９９―２８５―８１１０，Fax：０９９―２５９―４７２０

e-mail : chikyuu@sci.kagoshima-u.ac.jp
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鳥居基金の募集について（実施期間の変更）

日本地球化学会では，会員に対して，１年に２回，

海外派遣と研究集会への助成を行っています。次回の

締め切りは７月末日です。従来は１０月から翌年３月に

実施される行事に対して審査を行っていましたが，今

後は１０月から１年以内に実施される行事に対して補助

をすることと変更します。

鳥居基金

７月末日締め切り分の実施期間：１０月～翌年９月

多数，応募して下さい。

�実施期間以外の項目は，地球化学名簿号に掲載され
ています。

�来年以降，第一回目（１月末日締め切り分）の実施
期間は，４月～翌年３月までとなります。

日産学術研究助成は財団直接応募に変更

財団法人 日産科学振興財団

謹啓 時下貫会にはますますご清栄のこととお慶び

申し上げます。平素は弊財団の運営に関しまして，格

別のご支援ご協力を賜わり，厚く御礼申し上げます。

平成１３年度の日産科学賞につきましては，お陰様にて

参考別紙にお示しいたしました２名の方々に贈呈する

ことができ，また学術研究助成金は合計５４名の研究者

に贈呈することができました。こ協力に深く感謝いた

します。さて，平成１４年度・第１０回日産科学賞の候補

者を募集いたしますので，ご多用中のところお手数を

煩わし誠に恐縮に存じますが，下記によりご推薦賜り

たく，よろしくお願い申し上げます。敬具

記

日産科学賞・候補者推薦要領

１．日産科学賞（省略）

２．学術研究助成は財団直接応募に変更いたします。

奨励研究助成については，昨年度まで応募全件をご

推薦いただき大変お世話になりありがとうございまし

た。今年度から財団への直接応募に変更させていただ

きます。大変恐縮ですが，学会員から問い合わせがあ

りましたら，下記のホームページを紹介下さるなど，

ご対応よろしくお願い申し上げます。なお，当財団

ホームページから記入可能な助成申請書式をダウン

ロードできます。

http : //www.t 3.rim.or.jp/～at 02-nsj/

また，Yahooとか Googleなどで「日産科学振興財

団」を検索してホームページに接続することも可能で

す。助成の応募は申請書に記入捺印の上，日産科学振

興財団宛に郵送または持参となります。締切は日産科

学賞と同一の平成１４年８月３０日� 当財団必着といた

します。（ただし，電子メール応募，FAX応募は無効

です）

科学研究費補助金を申請しましょう

�科学研究費は，備品／消耗品／旅費などを自由に計
画・執行することがでる使い勝手の良い研究費で

す。

�科学研究費：分科“地球惑星科学”細目“宇宙地球
化学”は，元素分布，同位体，物質循環，地殻・マ

ントル化学，隕石化学，大気圏・水圏・生物圏化

学，などなど地球化学に関する多様な課題の補助金

を申請できる窓口です。

�昨年から，下記のように大学以外の沢山の機関か
ら，補助金の申請ができるようになりました。

�それぞれの分科細目への補助金の配分額は，申請件
数に応じてきまります。ですから，大学以外の方が

沢山応募されても，大学関係者への分け前？が減る

事はありません。安心して下さい。

�新規申請からの採択率は２０～２５％です。ですから，
確率的には１年目で採択される事も４～５年かかる

事もあります。（異なる種目に２件申請すれば，よ

り率が高くなるという計算もできます）

�細目“宇宙地球化学”への申請件数は，分科“地球
惑星科学”に属する他の細目（たとえば固体地球惑

星物理学）に比べて，申請件数が少ししかありませ

ん。あまり少なくなると，ほかの細目との合併をさ

せられることもありえます。

�１５年度補助金の申請要項は初秋（昨年は９月頃）公
にされます。締め切りはそれぞれの機関で異なりま

す。

�募集事業に係る要項ならびに申請書の書式等は，日
本学術振興会のホームページ

（http : //www.jsps.go.jp/）からダウンロードして

入手できます。

地球化学・宇宙化学研究連絡委員会

委員長 田中 剛
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科学研究費の申請ができる機関一覧

（たくさん申請して下さい）

科学研究費補助金取扱規程

第２条第４号の研究機関一覧

北海道開拓記念館

�山形県企業振興公社（生物ラジカル研究所）
独立行政法人国立環境研究所

理化学研究所

埼玉県立がんセンター（研究所）

独立行政法人国立女性教育会館

独立行政法人放射線医学総合研究所

千葉県立中央博物館

千葉県がんセンター（研究所）

国立医薬品食品衛生研究所

国立公衆衛生院

国立感染症研究所

�東京都老人総合研究所
国立がんセンター（研究所）

�東京都医学研究機構
国立国際医療センター（研究所）

国立精神・神経センター

国立小児病院（小児医療研究センター）

独立行政法人国立健康・栄養研究所

�統計研究会
�日本進路指導協会
独立行政法人大学入試センター

独立行政法人国立科学博物館

独立行政法人国立国語研究所

独立行政法人国立博物館東京国立博物館

独立行政法人文化財研究所東京文化財研究所

独立行政法人国立美術館東京国立近代美術館

独立行政法人国立美術館国立西洋美術館

国立行政法人国立オリンピック記念青少年総合セン

ター

横須賀市自然・人文博物館

神奈川県立歴史博物館

独立行政法人産業医学総合研究所

�神奈川科学技術アカデミー
独立行政法人国立特殊教育総合研究所

山梨県環境科学研究所

愛知県がんセンター（研究所）

愛知県心身障害者コロニー発達障害研究所

国立療養所中部病院（長寿医療研究センター）

滋賀県琵琶湖研究所

独立行政法人国立博物館京都国立博物館

独立行政法人国立美術館京都国立近代美術館

大阪市立自然史博物館

大阪市立博物館

国立循環器病センター（研究所）

大阪府教育センター

大阪市立環境科学研究所

大阪府立公衆衛生研究所

大阪府立母子健康総合医療センター（研究所）

大阪府立成人病センター（研究所）

大阪府立農林技術センター

独立行政法人国立美術館国立国際美術館

兵庫県立人と自然の博物館

�元興寺文化財研究所
奈良県立橿原考古学研究所

独立行政法人国立博物館奈良国立博物館

独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所

�放射線影響研究所
科学警察研究所

岡山県生物科学総合研究所

国立療養所近畿中央病院（臨床研究部）

文部科学省科学技術政策研究所

滋賀県立琵琶湖博物館

�岐阜県国際バイオ研究所
�高輝度光科学研究センター
独立行政法人防災科学技術研究所

独立行政法人農業工学研究所

国立水俣病総合研究センター

国立療養所宇多野病院（臨床研究部）

農林水産省農林水産政策研究所

独立行政法人国際農林水産業研究センター

独立行政法人産業技術総合研究所

独立行政法人森林総合研究所

独立行政法人海上技術安全研究所

独立行政法人北海道開発土木研究所

独立行政法人食品総合研究所

国立社会保障・人口問題研究所

独立行政法人農業環境技術研究所

独立行政法人物質・材料研究機構

財団法人大阪市文化財協会

特殊法人日本原子力研究所
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気象庁気象研究所

独立行政法人産業安全研究所

特別認可法人海洋科学技術センター

独立行政法人港湾空港技術研究所

国立佐倉病院（臨床研究部）

財団法人先端医療振興財団

独立行政法人水産総合研究センター

独立行政法人農業技術研究機構

独立行政法人航空宇宙研究所

独立行政法人農業生物資源研究所

独立行政法人建築研究所

特殊法人宇宙開発事業団

特殊法人日本体育・学校健康センター（国立スポーツ

科学センター）

独立行政法人土木研究所

国立療養所南花巻病院（臨床研究部）

北九州市立自然史博物館

独立行政法人消防研究所

�若狭湾エネルギー研究センター
�日本数学検定協会（学習数学研究所）

２００２年度第１回日本地球化学会評議員会議事録

日時：２００２年２月１６日� １３：００～１７：３０

場所：山上会館００３会議室

出席者：野津憲治会長，田中剛副会長，石橋純一郎，

鍵裕之，蒲生俊敬，佐竹洋，坂元隼雄，清水

洋，篠原宏志，富樫茂子，奈良岡浩，長尾敬

介，野崎義行，松久幸敬，圦本尚義，米田成

一，和田秀樹（以上評議員）

１．２００２～２００３年度評議員の追加委嘱：本会役員選出

細則第６条３項に定める会長委嘱の評議員として，

松田准一会員（GJ編集長），蒲生俊敬会員（地球

化学編集長），松久幸敬会員（Goldschmidt２００３組

織委員長），坂元隼雄会員（２００２年度年会委員長，

２００２年度のみ）を承認した。

２．２００２～２００３年度評議員懇談会（２００１／１０／２０）メモ

の承認

３．報告事項

３．１ 庶務（鍵評議員）：学会事務センターとの契約内

容の確認（センター内の在庫書籍の問題等を報

告）。１４年度科研費「研究成果公開促進費」（学術定

期刊行物）申請，代表者変更。鳥居名誉会員からの

３００万円の寄附受領（鳥居基金増資）。第１９期日本学

術会議会員選挙関連の事務手続き。「第１３回二次イ

オン質量分析国際会議」協賛，「第５回国際土壌・

地下水環境WS」後援，「第５０回質量分析総合討論

会」共催。第１回幹事会を２月８日開催（出席：野

津，田中，鍵，植松，奈良岡，松田，蒲生，米田），

第１回評議員会議事内容の整理。

３．２ 会計（奈良岡評議員）：なし

３．３ 編集

３．３．１ GJ（松田評議員）：２００１年の投稿数は８４編（３３

編受理，８編却下，１編取下げ，残り審査中）。

Vol．３５は最終ページ数４６４で，Editorial Acknow-

ledgementと Contentsを入れて４７０ページ。Vol．３６，

No．１は７編の論文で２月中旬完成。The Geo-

chemical Societyのホームページからリンクを張っ

てもらった。２０００年度のインパクトファクターは

０．９を超え，EPSを抜いた。前回の評議員会でダブ

ル投稿の罰則は「著者全員を５年間 GJに投稿禁止

とする」と報告たが，筆頭著者以外はこの件を知ら

なかった事情を考慮して筆頭著者以外は罰則を除外

した。GJの在庫処理を学習院での年会にて行っ

た。現時点での在庫数を把握中である。

３．３．２ 地球化学（蒲生評議員）：２００１年の投稿数は１４

編（原著論文１０，総説２，受賞記念論文１）。３５巻

の総ページ数は１８４ページ（原著論文８，総説３，

受賞記念論文２，追悼記事１，博士論文抄録２）。

日本地球化学会５０周年を記念して２００３年に特集号の

発行を計画している。

３．３．３ ニュース（ホームページを含む）（米田評議

員）：ニュース副担当を高橋和也会員（理研），ホー

ムページ副担当を小林貴之会員（日大）に依頼し

た。ニュース No．１６８は２月１日に印刷所に入稿

し，３月上旬に会員に配布の予定。No．１６９原稿締

切４月末，発行６月初旬（年会申込案内：講演申込

締切６／２８）No．１７０原稿締切６月末，発行８月中旬

（年会プログラム：参加申込締切８／３０）No．１７１原

稿締切１０月末，発行１２月初旬（学会賞，鳥居基金募

集，合同大会申込案内）。学会ホームページにおけ

る年会受付業務について，複数社からの見積もりを

含めて実現可能性を検討した。年会申込用ホーム

ページを試作した。本年度から実施するか否かは年

会開催地と相談の上早急にきめる。要旨受付は今後

の課題。

３．４ 行事

３．４．１ ２００１年度年会（鍵評議員代読）：学習院での年
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会は，準備委員会の努力や民間や財団等からの協力

などによって，収支決算が大幅に黒字となった。学

会宛に年会事務の電子化のための５０万円の寄付を

行った。

３．４．２ ２００２年度年会（坂元評議員）：９月２６日�から
２８日�まで。ただし２５日�午後から一般を対象とし
た公開講演会を開催する。会場は鹿児島大学郡元

キャンパス。講演申し込み締め切り６月２８日�，講
演要旨締め切り７月３１日�，参加申し込み締め切り
８月３０日�それぞれ必着。課題討論の内容などは検
討中。

３．４．３ ５０周年記念公開講演会（坂元評議員）：年会二

日目の９月２７日�午後に開催予定。内容は５０周年記
念事業実行委員会で検討する。年会と併せて意見を

坂元評議員が随時メールなどで受け付ける。

３．４．４ ２００３年度年会（野津会長）：２００３年９月７日

（ゴールドシュミット国際会議の前日）に倉敷で開

催する。一般講演はポスターを中心にし，総会を行

う。受賞講演などは国際会議の会期中に行う。運営

は田中副会長，和田行事幹事のもと名古屋大学が行

う。

３．５ 会員（植松評議員）：なし

３．６ 委員会

３．６．１ 学会賞等受賞者選考委員会（野崎評議員）：

２００２年度の応募件数は，柴田賞０件，学会賞２件，

奨励賞５件，功労賞１件。選考作業を進行中。

３．６．２ 鳥居基金委員会（益田評議員）：前期の応募は

２件，選考作業を進行中。

３．６．３ 地球化学講座編集委員会（松久評議員）：進行

状況が報告された。第３巻「マントル・地殻の地球

化学」は原稿が完成し，印刷に回ったが，５０％程度

の原稿の集まりの巻が多い。

３．６．４ Goldschmidt２００３組織委員会（松久評議員）：

全般的な準備の状況が報告され，特にプログラム委

員会（国際および国内）の立ち上げと進捗状況，募

金活動に関連して募金趣意書の作成状況などが報告

され，評議員の方々の協力を強く求めた。

３．６．５ 名誉会員推薦委員会（田中副会長）：６名の委

員（田中剛委員長，石渡良志，松久幸敬，植松光夫，

清水洋，圦本尚義）が任にあたることとなった。会

員の年齢を明確にする資料を入手した上で，議論を

進めることを確認した。

３．６．６ ５０周年記念事業実行委員会（田中副会長）：７

名の委員（田中剛委員長，鍵裕之，北川浩之，高橋

嘉夫，奈良岡浩，益田晴恵，米田成一）が任にあた

ることとなり，次回評議員会に検討を重ね記念事業

の提案を行うことになった。

３．７ 学術会議

３．７．１ 地球化学・宇宙化学研連（田中副会長）：地質

科学総合研連選出の日本学術会議会員，米倉伸之氏

の死去により後任に岩松暉氏が就任した。科研費の

分科細目の見直し案で，分科が「地球科学」から「地

球惑星科学」へ，細目が「地球化学」から「地球宇

宙化学」へと変更になっている。研連見直しで，地

球化学・宇宙化学研連は定員が１２名から１１名へ１名

減の案が検討されている。環境学の中での地球化学

の位置付けを調査するため，環境学関連の学科，研

究科等３０７箇所へにアンケートを配布したとこ

ろ，１６３通の回収を得て現在集計中である。

３．７．２ 海洋科学研連，陸水学研連，鉱物学研連鉱床

学専門委員会，地物研連惑星科学専門委員会：配付

された議事録などにより簡単な報告があった。

３．８ 連絡会等

３．８．１ 地球惑星科学関連学会連絡会：２００２年度は日

本地球化学会から会長を出すことになっているが，

人選は学会・会長と副会長を中心に行い，評議員会

の了承を得たい。

３．８．２ 地球環境科学関連学会協議会，学校科目「地

学」関連学会連絡協議会，水文科学関連学会連絡

会，理工学における同位元素・放射線研究発表会運

営委員会，原子力総合シンポジウム運営委員会：特

になし。

４．審議事項

４．１ 入退会者の承認

【入会】

正会員５名（一般正会員３名，学生会員２名）

２１９１ 海田博司 KAIDEN Hiroshi

国立極地研究所南極隕石研究センター

２１９２学 大木淳之 OOKI Atsushi

東京大学理学系研究科地球惑星科学専攻

２１９３ 熊谷英憲 KUMAGAI Hidenori

海洋科学技術センター深海研究部

２１９４ 伊藤浩子 ITO Hiroko

�地域地盤環境研究所
２１９６学 高野稔之 TAKANO Toshiyuki

東京学芸大学教育学部
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正会員 （一般正会員）（学生）（シニア） 賛助会員 名誉会員 計 （在外）

２００１．１．９ １００９ （９０２）（９９） （８） １６ ９ １０３４ （５４）

入会 ５ （３） （２） ５

退会 ２ （１） （０） （１） ２ （１）

変更 ０ （＋１）（－１） ０

推挙

除籍

２００１．１．１２ １０１２ （９０５）（１００） （７） １６ ９ １０３７ （５３）

【退会】

正会員２名（うち一般正会員１名（＝海外会員１

名），シニア会員１名）

OSAE Shiloh，小澤竹二郎（逝去）

【変更】（２／１６の評議員会で承認済み）

正会員のシニア会員扱いへの変更２名：増田彰正，

小嶋稔

この結果，２００１年１２月３１日現在の会員数は以下のと

おりとなった。

４．２ 平成１４年度科学研究費（分科「地球科学」，細目

「宇宙地球化学」）第１段審査委員候補者の選出：

固体地球関係，大気水圏生物圏関係それぞれ３名連

記の投票を行い，以下の投票結果を得た（敬称略）。

（固体地球関係）海老原充１１，清水洋１１，川辺岩夫

７，圦本尚義４，和田秀樹２，日高洋２，中村昇

２，赤木右２，益田晴恵２，ほか７名が各１，白票

１：計５１

（大気水圏生物圏関係）村江達士８，益田晴恵８，増

澤敏行８，赤木右４，佐竹洋３，野尻幸宏３，藤原

祺多夫２，和田秀樹２，ほか１１名が各１，白票２：

計５１

推薦依頼が来た時点で，会長副会長が，同一機関

の制限や最近の審査委員歴など被推薦資格を考慮し

て，獲得投票上位者から本学会の推薦者を決めるこ

とを承認した。

４．３「鳥居基金」委員会運営に関する内規の制定：

「鳥居基金」については応募要項しかなく，その委

員会の日本地球化学会内での位置付けを明確にする

ため，「鳥居基金」委員会運営に関する内規を幹事

会から提案した。審議の結果，原案通り承認され，

２月１６日より発効することとなった。任期３年で

毎年１名交代となることに伴い，現在の委員の交

代時期は特例として以下のように決めた：田中委

員（２００２年末），益田委員（２００３年末），清水委員

（２００４年末）。

４．４ 年会申し込みの電子化について：ニュース／

ホームページ担当幹事の米田評議員とホームページ

副担当の小林会員を中心として，年会申し込みの電

子化を進める準備作業を行うことを了承した。レン

タルサーバーにかかる費用などそのために必要な支

出を本年度に行うことを了承した。

４．５ その他：２００１年度年会開催地（学習院大学）か

ら，年会の電子化に使う目的で５０万円の寄附がなさ

れ，その目的にそって使用することが了承された。

５．次回以降の評議員会の日程（予定）

６月８日� 第２回評議員会（東大山上会館）

９月２５日� 第３回評議員会（鹿児島市内）

第１８期第５回地球化学・
宇宙化学研究連絡委員会議事録

日時：２００２年５月１６日� １３：３０～１６：３０

場所：日本学術会議第４部会会議室（６階）

出席者：田中剛委員長，青木謙一郎，海老原充，日下

部実，清水洋，下山晃，田結庄良昭，中澤高

清，中村栄三，藤原顕，松田准一 各委員

報告事項

１．学術会議関係（青木委員より）

１．１ 平成１５年度科学研究費補助金：分科・地球惑星

科学の第２段審査委員は８名になった。なお，平成

１４年度までの分科・地球科学の第２段審査委員は６

名であった。

１．２ 第１３７回総会（２００２年４月１７，１８日開催）

� 運営審議会附置「ITを活用した科学能力開発

に関する国際会議」実行委員会の設置を承認し

た。

	 「精神障害者との共生社会特別委員会」の設置

を承認した。


 運営審議会附置「情報公開等の公開に関する検

討委員会」の廃止が承認された。

� 「日本学術会議のあり方（中間まとめ）（案）」

についての説明があり，質疑応答がなされた。

� 「日本の計画：Japan Perspectiveドラフト

（案）」の説明があり，質疑応答がなされた。

１．３ 第４部会（２００２年３月１５日開催）

� 物理研連物性物理専門委員会報告（案）「我が

国における中性子科学研究推進に関する提言」に

ついて趣旨説明があり，一部修正の上，運営審議
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会へ提出することが承認された。

	 第４部研連の見直しについて。第４部世話担当

研連再編（案）が提示された。地質科学関係は５

研連を４研連に，地理研連は２研連を１研連に，

地球物理関係は８研連を５研連に改編し，委員定

数を含む７研連の設置案が改めて提示され，審議

討論された。


 日本学術会議のあり方について，自由討議がな

された。

� 平成１４年度夏季部会について。秋田大学へお願

いすることとした。

１．４ 第４部会（２００２年４月１６，１７日開催）

� 小委員会の新規招集申請。地球物理研連「固体

地球グローバル観測小委員会」と物理研連物理学

一般専門委員会「原子・分子・光物理学小委員

会」が承認された。

	 第４部研連の見直しについて。委員定員を含む

研連再編案が提示され，承認された。再編案で

は，地球化学・宇宙化学研連の定員は１１名（現在

は１２名）である。新設研連は，理学振興研連，科

学と社会研連，ゲノム科学研連，学術情報発信研

連，環境理学研連が，再編案で提示されている。

２．雑報告

日本学術会議における各種委員会の英語名につい

て，田中委員長より資料をもとに報告があった。

審議事項

１．平成１５年度科学研究費補助金の審査委員候補者の

推薦

� 推薦依頼：本研連は分科「地球惑星科学」の２

段審査委員１名，細目「地球宇宙化学」の第１段

審査委員６名のそれぞれの２倍の審査委員候補者

の推薦を行う。昨年と同じく１８学協会へ推薦依頼

を行った。その際に，日本地球化学会には，第１

段審査委員候補１０名，第２段審査委員候補２名

を，それ以外の学協会には第１段審査委員候補２

名，第２段審査委員候補１名の推薦を依頼した。

１４年度からの継続委員（第１段審査委員３名，第

２段審査委員１名）は，１５年度も推薦することと

した。

	 第２段審査委員候補の選考：全候補者１０名を分

野 A（固体地球関係）と B（大気・水圏・生物圏

関係）に分けた後に，候補者２名を選出した。選

出にあたっては年齢や同一の機関に片寄らないな

ど，審査委員候補者の推薦に係る留意事項に従っ

た。


 第１段審査委員候補者の選考：学会の推薦順位

に従い，上位と下位に分けた後，全候補者３２名を

分野 A（固体地球関係）と B（大気・水圏・生物

圏関係）に分け，候補者１２名を選出した。選出に

あたっては，審査委員候補者の推薦に係る留意事

項に従った。

２．科学研究費補助金，分科「地球惑星科学」，細目

「地球宇宙化学」のキーワードについて意見交換を

行った。

次回，第１８期第６回の委員会は２００２年１１月１４日に開

催予定である。

第１８期海洋科学研究連絡委員会
（第６回）議事録

日時：平成１４年５月２１日
 １３：３０～１６：４０

場所：日本学術会議 第４部会議室

出席者：斎藤常正，西田篤弘，谷口旭，石井春雄，伊

藤絹子，井内美郎，平啓介，角皆静男，友定

彰，野崎義行，西田周平，花輪公雄，伏見克

彦，古谷研，前田明夫，松田治，山口征矢

欠席者：杉本隆成，寺崎誠，灘岡和夫，松山優治，松

永勝彦

Ⅰ．報告事項

� 日本学術会議関連

学術会議第１３７回総会について（谷口委員長）

「日本学術会議の在りかたについて」の原案につい

て協議された。原案の内容は前回本委員会で報告され

た内容とほぼ同じで，主要点は，①科学者が社会に対

する使命を正当に果たすには，学協会を基盤とする全

領域の科学者を包括するコミュニティー，すなわち日

本学術会議の存在が必要である。②新しい学術会議

は，運営執行を担当する２１０人前後を含む２，５００人前後

の会員からなり，現行同様７部編成で活動するが，会

員選出は，登録学協会を５つくらいの領域にまとめた

上で行う。③会員の選任にあたっては，学術上高い評

価を得た業績を基準として尊重し，選任された者は終

身会員となり，その後の欠を補う新会員候補は会員が

これを選出する。総会では，このうち③にかなりの疑

義が出た。今後さらに運営審議会等で検討が重ねら

れ，本年１０月の総会において決定される予定である。
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	 SCOR関連について（角皆 SCOR副会長）

今秋札幌で開催予定の第２６回 SCOR総会は，日本

海洋学会秋季大会および同学会主催の国際シンポジウ

ムと同時開催される予定である。１０のセッションを５

日間で実施し，それぞれ基調講演や研究発表などを行

う予定で準備が進んでいる。また，一般市民対象の講

演会も開催する予定なので，講師適任者の推薦を期待

している。

Ⅱ．協議事項

� 科学研究費補助金審査委員候補者の推薦について

（谷口委員長）

科研費審査に関して細目「環境動態解析」および

「環境影響評価」の対応研連として承認されたことを

受け，各学会（日本海洋学会，日本水産学会，日本地

質学会，日本プランクトン学会，水産海洋学会，日本

海水学会，日本地球化学会，日仏海洋学会，日本気象

学会，土木学会）から候補者を推薦してもらうよう，

委員長から各学会長宛に依頼してあった。各学会より

回答された推薦者リストをもとに，本研連として，細

目「環境影響評価」（窓口研連は自然保護研連）の一

段審査委員に３名，細目「環境動態解析」（窓口研連

は地球物学理研連）の一段審査委員の化学系と生物系

とに各３名，二段審査委員に３名を推薦した。最終決

定は，他研連からの推薦等との兼ね合いで委員長が決

定することを承認した。

	 東京大学海洋研究所「研究船」の海洋科学技術セ

ンターへの移管問題について（野崎委員）

文部科学省は東京大学海洋研究所に対して研究船を

海洋科学技術センターへ移管することを提案したが，

同研究所はそれに同意しない旨二週間前に文書で回答

した。それに対する文科省の応答文は今夕送られてく

る予定であるとの野崎委員の説明の後，種々の討議を

行った。そのなかで，この提案は海洋科学の教育と研

究の根幹に関わる問題であるにも拘わらず，教育研究

を担当する科学者の議論を経ていないため，これを承

認することはできないこと，海洋観測は海洋研究の重

要な部分であり，船だけを別機関に移すことはデメ

リットが大きいこと，海洋研究所「研究船」以外の船

舶や施設を含めて，今後あるべき姿を然るべき委員会

あるいは審議会を設けて検討するのが先決であること

などが指摘された。今後はこれに類したことが度々起

こると予想されるので，海洋科学研連も不断に検討を

重ね，研連として対応するための基本理念を構築して

おく必要性が強調された。しかし今回は，迅速な行動

を起こす必要があるので，原案文を野崎委員と委員長

が修正して委員長声明文を完成させ，文部科学大臣あ

てに提出することを承認した。

次回は２００２年１１月２６日
に開催する予定。
（議事録作成・伊藤絹子）

小惑星表面採集試料の初期分析チーム編成の
ための第一回分析 competitionの結果報告

２００２年７月

MUSES-Cサンプル分析検討委員会

（委員長・久城育夫東京大学名誉教授）

文部科学省宇宙科学研究所では，将来の惑星探査で

重要視されているサンプルリターン技術を習得するた

めの工学試験探査機MUSES-Cを２００２年末に打ち上

げます。この探査機は近地球型小惑星１９９８SF３６から

重量数１００mgから１ g程度のサンプルを採取して，

２００７年夏に地球に持ち帰る予定です。

当委員会では，地球に回収される試料の初期分析

と，その後の詳細分析に供する試料の管理・配分作業

を，宇宙科学研究所の研究者と共に「オールジャパ

ン」体制のチームワークで実施する「MUSES-C小

惑星試料初期分析チームMASPET（MUSES-C As-

teroidal Sample Preliminary Examination Team）」

を編成すべく，分析技術 competitionを実施致しまし

た。この competitionの実施経緯と結果について，以

下のようにご報告いたします。

〈経緯および結果〉

１９９９年１２月：第一回公募公示

２０００年４月：募集締切り（有効応募数：１１）

２０００年５～８月：各分析分野の国内専門家複数による

第一次書類審査（審査通過数：９）

２０００年８～１０月：一次通過者に２種類の未知試料を配

布。自己申告した�分析内容およびその
精度と確度，	必要最小重量，
分析に
要する期間等に沿って，試料分析と結果

の英文レポート作成

２０００年１２月～２００１年２月：分析成果レポート提出

２００１年３～１０月：各分析分野の国内外専門家複数によ

る第二次審査
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２００１年１１月：分析検討委員会の元に設置された選考委

員会による初期分析候補者（グループ）

の推薦（推薦グループ数：６）

２００２年５月：推薦グループを分析検討委員会承認

模擬試料の分析結果は，第１次審査を経て分析コン

クールに参加された全応募グループから提出された報

告のうち，出版の承諾を頂けたものについて，宇宙科

学研究所の査読付き英文報告書「ISAS Report」特集

号に近々まとめて掲載致します。冊子をご希望の方

は，下記の連絡先までご一報下さい。

今後，少なくともあと１回の competitionを行った

後，今回および次回の結果を考慮した上で，最終的な

MASPETのメンバー編成を決定する予定です。今回

寄せられた関係者各位のご協力に感謝するとともに，

今後ともMUSES-Cミッションへのご支援・ご協力

をお願い致します。

〈今後のスケジュール予定〉

２００２年末 ＞MUSES-C打ち上げ

２００３年 ＞第２回初期分析コンクール公募

２００５年夏 ＞小惑星到着・その場計測・表面試料採取

２００５～６年＞初期分析チームの最終調整・最終審査

２００６～７年＞初期分析全チームによる，初期分析全過

程のリハーサル

２００７年夏 ＞試料回収。初期分析活動開始

なお，本件に関するお問い合わせは，下記までお願

い致します。

文部科学省宇宙科学研究所・惑星研究系

（担当：矢野 創宛）

〒２２９―８５１０ 神奈川県相模原市由野台３―１―１

Tel：０４２―７５９―８１９７，Fax：０４２―７５９―８４５７

e-mail : yano@planeta.sci.isas.ac.jp

平成１４年度（第２４回）沖縄研究奨励賞
推薦応募についてのご協力方お願い

財沖協発第１０１号 平成１４年６月１０日

財団法人沖縄協会会長 小玉正任

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

さて，本年度の沖縄研究奨励賞は，別紙の沖縄研究奨

励賞規則に基づき，下記の日程により実施いたしま

す。つきましては，適格と認められる候補者をご推薦

賜りますようお願い申し上げます。

記

１．推薦応募開始：平成１４年７月１５日（当日消印から

有効）

２．推薦応募締切：平成１４年９月３０日（当日消印まで

有効）

３．記者発表：平成１４年１２月１０日

４．贈呈式・受賞記念講演及び祝賀会：平成１５年１月

１６日（那覇市内のパシフィックホテル沖縄で開催）

［応募書類の送付先及びお問い合わせ］

〒１００―００１３ 東京都干代田区霞が関３―６―１５

グローリアビル７ F �沖縄協会「沖縄研究奨励賞」
担当 石坂次郎

Tel：０３―３５８０―０６４１，Fax：０３―３５９７―５８５４

ホームページ

http : //village.infoweb.ne.jp/～fvgm 0090/

e-mail : fvgm 0090@mb.infoweb.ne.jp

平成１５年度海洋地球研究船「みらい」
研究課題等の公慕について

海洋科学技術センター理事長 平野拓也

拝啓時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

海洋科学技術センターは，平成１５年度海洋地球研究船

「みらい」の共同利用型運用にあたり，長期観測研究

計画に基づいた主要研究課題について，個別研究課題

および乗船研究者を募集致します。今回の公募は，平

成１５年度「みらい」運航計画（資料３）に基づいた，

南半球周航航海を含む５つの研究航海が対象となりま

す。応募戴いた研究課題は，「みらい」運用検討委員

会（委員長：半田暢彦愛知県立大学教授）において公

募課題選定基準（資料５）に基づき選考が行われま

す。また観測研究で得られたデータ等の成果は，「み

らい」を利用して取得されるデータ／サンプル及び成

果の取り扱い方針（資料６）に基づき運用されます。

つきましては，同封の下記資料をご参照のうえ，貴機

関内関係者の方々へご連絡戴き，平成１４年７月１９日�
迄に専用の申込書にて奮ってご応募戴きますようお願

い申し上げます。尚，乗船される研究者の皆様におか

れましては，研究航海で得られた成果について，年１
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回開催の「みらい」シンポジウムで必ず発表して戴き

ます。敬具

記

a）パンフレット：『平成１５年度海洋地球研究船「み

らい」研究課趣の募集』（和・英），b）研究課題申込

書一式，c）資料１平成１５～１７年度「みらい」中期運

航計画，d）資料２平成１５年度「みらい」航海海域図

（和・英），e）資料３平成１５年度「みらい」運航計

画，f）資料４平成１５年度海洋地球研究船「みらい」

各研究航海概要一式（和・英），g）資料５公募課題

選定基準，h）資料６「みらい」を利用して取得され

るデータ／サンプル及び成果の取扱い方釘，i）資料

７海洋地球研究船「みらい」共同利用規程

以上

平成１５年度海洋地球船「みらい」を
利用する研究課題申込書

１）研究課題申込み

添付申込書は，「みらい」運用検討委員会における

選考ならびに各航海の研究計画の作成上の資料となり

ます。復数の航海またはレグに応募される方は，各航

海またはレグ毎に申込書をご記入・ご提出下さい。

パンフレット「海洋地球研究船『みらい』研究課題

の募集」の「募集要領」をよく読まれたうえで１から

１５の項目についてご記入下さい。（特に以下の項目に

ついては，ご注意下さい。）

ａ）研究代表者：研究者が複数の場合，当該利用研

究に関し課題の代表者としてセンターと打ち合

わせのできる研究者として下さい。

ｂ）希望乗船期間：本船の入出港は運航計画より数

日ずれることがございます。変更がある場合ス

ケジュールをHPでご案内致しますのでご注意

願います。

ｃ）研究課題名：当該利用研究の内容を具体的に表

すものを簡潔に記入して下さい。

ｄ）乗船希望者：研究及び観測補助者の乗船希望に

ついても記入して下さい。

ｅ）航海番号：運航計画や各研究航海概要等の資料

の航海番号を記入して下さい。

ｆ）研究計画の目的：記入された内容はそのまま選

考時に利用しますので２２０字以内でご記入下さ

い。

ｇ）使用予定の「みらい」本船観測機器：「みらい」

には別紙のような各種観測機器があります。ご

使用を予定される機器に○をして戴き，また申

込書に主な使用機器の名称を記入して下さい。

２）申込み方法：必要事項を記入された申込書を下記

までご郵送下さい。メール（ファイル添付も含め）

での送付は文字化け等のおそれがありますので，申

込は必ずこの申込書をご使用下さるようお願い致し

ます。

郵送及び問い合わせ先：

〒２３７―００６１ 神奈川県横須賀市夏島町２―１５

海洋科学技術センター研究業務部計画調整課

担当者 小池・佐々木

Tel：０４６８―６７―９８８３，Fax：０４６８―６９―０８１２

e-mail : mirakobo@jamstec.go.jp

３）申込期限：平成１４年７月１９日� 消印有効

４）審査：審査及び採否等は，「みらい」運用検討委

員会において行い，最終的には当センター理事会で

決定します。

５）採否の決定：平成１４年９月下旬の予定。研究代表

者の方に通知致します。

Chemical Abstracts利用法講習会

主催：化学情報協会

Chemical Abstracts（CA）の CD-ROM版（CA on

CD）の利用方法を中心に冊子体 Chemical Abstracts

の構成，特徴などもあわせて説明します。普段図書館

や研究室で CAをご利用の研究者，教官の方や司書の

方に最適です。

日時：平成１４年９月３日
１３：３０～１６：００大阪会場
平成１４年９月１２日�１３：３０～１６：００東京会場

会場：東京会場：中居ビル６ F

（東京都文京区本駒込６―２５―４）

大阪会場：千里ライフサイエンスセンタービル

１０F（大阪府豊中市新千里東町１―４―２）

内容：１．Chemical Abstractsの構成

２．Chemical Abstractsの各索引の特徴

３．CA on CDの概要および使い方

受講料：無料

参加申込締切：定員（１２名）になり次第締切

申し込み先：

〒１１３―００２１ 東京都文京区本駒込６―２５―４

中居ビル �化学情報協会 講習会係

Tel：０３―５９７８―３６２１
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e-mail : lecture@jaici.or.jp

第２５回極域気水圏シンポジウム開催のご案内

平成１４年４月２４日

国立極地研究所では毎年極域に関わる研究をテーマ

としたシンポジウムを開催しております。このうちの

大気，雪氷，海洋圏の研究に関する極域気水圏シンポ

ジウムを本年も開催することとなりました。

現在南極地域では，日本南極地域観測隊による短期

間の集中観測として５ヵ年計画で「極域大気―雪氷―

海洋圏における環境変動機構に関する研究」が終了

し，新たに「南極域からみた地球規模環境変化の総合

研究」がスタートしました。また長期間の観測を主目

的とした「地球環境変動に伴う大気・氷床・海洋のモ

ニタリング」，「衛星データによる極域地球環境変動の

モニタリング」が継続して実施されています。国内で

はこれまで得られた観測データ，試料等による研究が

進展しています。特にドームふじ観測拠点で得られた

氷床コア，大気中及び雪氷中の微量成分分析データ等

を利用した研究からさまざまな成果が得られていま

す。一方北極地域では，スバールバル，グリーンラン

ド，カナダ，シベリア等多くの地域において，大気，

雪氷，海洋に関する多岐にわたる観測・研究が行われ

ています。

これまでの諸観測から得られた資試料の解析結果は

もとより，南北両極・寒冷域を主な対象とした大気科

学，雪氷学，海洋学に関する研究成果，研究展望など

を議論するシンポジウムを下記のとおり開催いたしま

す。広く発表を受け付けておりますので，ご応募くだ

さるようご案内申し上げます。

日時：２００２年１１月２０日�，２１日�
会場：国立極地研究所 ６階講堂

申込締切：２００２年９月２４日
 必着

問合せ先：

国立極地研究所 本山秀明，岡崎美紀

〒１７３―８５１５ 東京都板橋区加賀１―９―１０

e-mail : icesamp@pmg.nipr.ac.jp

Tel：０３―３９６２―７１２５，０３―３９６２―５５１７，

Fax：０３―３９６２―５７１９

地熱に関する公開セミナー開催のご案内

日本地熱学会

開催の経緯：地熱エネルギーは，再生可能エネル

ギーの中でも最も CO２排出量が少なく，安定電源とし

ての価値が高いエネルギー源ですが，今日では太陽エ

ネルギーや風力エネルギーのように脚光を浴びること

なく，一般に知られていないのが現状です。地熱の分

野でも研究者や技術者の地道な努力により，技術革新

や地球科学的意味での発見が行われていますが，その

地道さ故に大々的に報道される機会がほとんどありま

せんでした。このような現状を危惧した日本地熱学会

では，一般の人に少しでも地熱について知ってもらお

うと，科学・技術・環境の側面から地熱を紹介する一

般向け公開セミナーの開催を決定しました。

目的：地熱資源の科学・技術・環境の側面といった

一連の講演を通して，本学会を中心とした科学・技術

的な研究活動が皆さんの生活にどう結びついているか

ということを，理解していただくことを第一の目的と

しています。またクリーンで安定したエネルギーとし

ての魅力を一般の多くの方々に理解していただき，２１

世紀の日本のエネルギーを考える上での参考としてい

ただくことも目的としています。現在政府では自然エ

ネルギー促進法の導入が検討されていますが，これが

制定されれば，電力消費者がエネルギー源を選んで購

入できることになります。国民がクリーンなエネル

ギー源を選ぶ時代は，もうすぐ目の前に来ています。

タウンフォーラム地熱
一２１世紀の日本のエネルギー一

開催日時：平成１４年１１月２３日� １３：００～１６：００

会場：産業技術総合研究所 臨海副都心センター

（http : //unit.aist.go.jp/waterfront/jp/）

東京都江東区青海二丁目 新橋から「ゆりかも

め」で「テレコムセンター」下車，徒歩２分（日

本科学未来館の手前）

対象：一般市民（高校生以上を目安としていますが，

それよりお若い方も歓迎いたします）

会費：無料

内容：（一般市民の方にも十分理解いただける内容と

します）

ビデオ上映：１３：００～１４：００（地熱資源の利用と開発

の例，世界の地熱地帯の紹介他）
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講演：１４：００～１６：００

� 地熱資源とは（火山の科学から発電・熱利用な

どの利用面まで）講師：江原幸雄（九州大学）

	 地熱資源を探す（地球物理，地球化学的なテク

ノロジー）講師：田篭功一（新エネルギー・産業

技術総合開発機構），上田晃（三菱マテリアル

㈱）


 地中熱の利用（地下利用のヒートポンプによる

冷暖房技術）講師：高杉真司（地熱エンジニアリ

ング㈱）

� 環境にやさしい地熱（地熱利用による CO２排出

量削減効果など）講師：村岡洋文（産業技術総合

研究所）

� 質疑

日本地熱学会ホームページ URL

http : //wwwsoc.nii.ac.jp/grsj/

問い合わせ先（日本地熱学会行事委員長）

〒１０３―００１６ 東京都中央区日本橋小網町８―４

東北地熱エネルギー㈱地熱開発部 花野峰行

Tel：０３―３６６７―６１８０，Fax：０３―３６６９―１９７２

e-mail : hananom@jmc.cojp

東京大学海洋研究所教官公募

平成１４年５月２２日

東京大学海洋研究所所長 小池勲夫

本研究所では，下記により教官を公募いたしますの

で，周知方よろしくお願い申し上げます。

記

１．採用人員：海洋化学部門海洋無機化学分野助教授

または講師１名

２．公募の趣旨：本所海洋化学部門海洋無機化学分野

では，各種無機元素，安定および放射性同位体の分

析を主な手法として海洋を中心とした地球表層にお

ける物質循環とその地球環境変化に果たす役割に関

する研究を行っています。今回の公募では，研究船

による海洋観測を通じて，化学トレーサー，化学種

の存在形と機能，海水・粒状物質相互作用，超微量

重金属や溶存気体の海洋地球化学，大気・海洋・海

底間の物質フラックスなどについて，最前線の研究

を強力に推進することのできる方を希望します。ま

た，大学院新領域創成科学研究科の協力講座の担当

教官として教育にも参加していただきます。

３．提出書類：

� 履歴書（研究歴を含む）

	 研究業績リスト


 主要論文の別刷５編程度（コピーでも可）

� これまでの研究概要と将来の研究に対する抱負

（各１，０００字程度）

� 推薦書１通，または参考意見の述べられる方

（２名）とその連絡先

４．公募締切：平成１４年８月３０日� 必着

５．書類送付先：

〒１６４―８６３９ 東京都中野区南台１―１５―１

東京大学海洋研究所 小池勲夫所長宛

（応募書類の郵送は簡易書留とし，封筒の表に「海洋

無機化学分野応募書類」と朱書きのこと。なお，応募

書類はとくに要望がないかぎり，審査後も返送致しま

せん）

６．海洋化学部門の現在の教官構成：

海洋無機化学分野

野崎義行教授，（本公募），小畑元助手

海洋生元素動態分野

小池勲夫教授，小川浩史助教授，宮島利宏助手

関連教官（海洋環境研究センター）

佐野有司教授，高畑直人助手

関連教官（国際共同研究センター）

植松光夫助教授

問い合せ先：野崎義行

Tel：０３―５３５１―６４５１（ダイヤルイン）

e-mail : nozaki@ori.u-tokyo.ac.jp

九州大学大学院物質環境科学講座教官公募

平成１４年５月１３日

九州大学大学院理学研究院地球惑星科学部門

物質循環科学講座担当教授候補者選考委員会

委員長 中田正夫

このたび，九州大学大学院理学研究院地球惑星科学

部門の物質循環科学講座担当教授候補者を下記の要領

で募集することになりました。つきましては，関係者

への周知について宜しくお取り計らい下さいますよう

お願い申し上げます。なお，当部門は近い将来６講座

から４講座への転換を計画しており，当該講座の地球
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惑星物質科学専門分野は太陽惑星系物質科学（仮称）

講座の中の４専門分野のひとつとして再編される予定

です。

記

１．職種・人員：物質循環科学講座担当教授１名

２．専門分野：地球惑星物質科学（地球および惑星内

部物質の高温・高圧条件下での物性を主に実験的手

法によって研究し，かつ教育に熱意のある方を希

望）。

３．着任時期：平成１５年４月

４．提出書類：

� 履歴書

	 これまでの研究概要（A４用紙２枚以内）


 研究業績リスト｛原著論文（査読の有無），総

説，報告書，著書に区分｝

� 主要論文の別刷３編（研究業績リストに○印を

付す）

� 研究・教育に対する抱負（A４用紙２枚以内）

� 応募者を熟知し，意見を聞ける方２名の氏名と

その連絡先並びに応募者との関係

５．公募締切：平成１４年９月１３日�（必着）
６．書類送付先および問い合わせ先：

〒８１２―８５８１ 福岡市東区箱崎６―１０―１

九州大学大学院理学研究院地球惑星科学部門

物質循環科学講座担当教授候補者選考委員会

委員長 中田正夫

Tel：０９２―６４２―２５１５（ダイヤルイン），

Fax：０９２―６４２―２６８４

e-mail : mnakada@geo.kyushu-u.ac.jp

７．その他：

①提出書類のうち，�以外は全て A４用紙を使用

すること。

②封筒に「応募書類在中」と朱書し，簡易書留で郵

送のこと。

徳島大学総合科学部環境化学教員公募

募集人員：教授１名

募集分野：環境化学（環境中の無機及び有機化合物の

分析・挙動・リスク評価，エネルギー，及

び環境修復・再生分野のいずれかの分

野）。

着任時期：平成１５年４月１日

提出書類：�履歴書（写真貼付），	研究業績リスト
と研究論文別刷りまたは写し，
教育業績
書，�大学教員としての教育についての抱
負（約１，０００字），�これまでの研究概要と
着任後の研究計画（約２，０００字）。

公募締切：平成１４年９月１３日�（必着）
書類提出先：

〒７７０―８５０２ 徳島市南常三島１―１

徳島大学総務部人事課常三島事務室あて

郵送の場合は，必ず「書留」にし，封筒の表に「環

境化学教員応募」と朱書すること。

問合せ先：徳島大学総務部人事課第一任用係

Tel：０８８―６５６―８６０１，Fax：０８８―６５６―７０１９

e-mail : jnniny1k@jim.tokushima-u.ac.jp
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皆様の情報・原稿をお待ちしています。地球化学に関連した研究集会，シンポジウムの案内，人材募集，

書評，研究機関の紹介など何でも結構です。編集の都合上，電子メール，フロッピー（マックもしくは Dos

/Vいずれでも結構です）での原稿を歓迎いたしますので，ご協力の程よろしくお願いいたします。次号の

発行は２００２年１２月初旬頃を予定しています。ニュース原稿は１０月下旬までにお送りいただくよう，お願いい

たします。また，ホームページに関するご意見もお寄せください。

編集担当者

米田成一

〒１６９―００７３ 東京都新宿区百人町３―２３―１

国立科学博物館理工学研究部

Tel：０３―３３６４―７１４２，Fax：０３―３３６４―７１０４，

e-mail : s-yoneda@kahaku.go.jp

高橋和也

〒３５１―０１９８ 埼玉県和光市広沢２―１

理化学研究所加速器基盤研究部

小林貴之（ホームページ）

〒１５６―８５５０ 東京都世田谷区桜上水３―２５―４０

日本大学文理学部

ニュースへ記事やご意見をお寄せください


